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平成23年度　新年のごあいさつ
＜大阪ビルメンテナンス協会新年会における会長賀詞＞

� 会長　梶　山　髙　志

　皆様、新年明けましておめでとうございます。年の瀬は天候

が悪く心配しておりましたが、正月三が日、非常に好天に恵ま

れました。皆様方、健やかに正月をお過ごしのことと存じます。

　平素は、（社）大阪ビルメンテナンス協会の運営に関しまし

て、ご理解とご協力を賜っておりますことを厚くお礼申し上げ

ます。

　私共の協会のことを少しお話し申し上げたいと思います。

　まず、（社）全国ビルメンテナンス協会は公益法人改革にのっ

とりまして、公益社団法人を選択して、ただ今認定が下りるの

を待っているという状況でございます。一方、私共大阪ビルメ

ンテンス協会は一般社団法人を選択いたしました。年末の臨時

総会で定款改正、申請について議決いただき、ただ今手続き中

でございます。

　私共の協会の仕事は大きく分けて３つございます。１つは教

育・研修事業、もう１つは社会貢献事業等の公益事業、そして

会員のための委員会・部会活動、この３つの大きな仕事が私共

協会の仕事です。

　昨年も従来から続けています天神祭の清掃ボランティア、天

神祭の前夜祭でビルメン御輿の巡行を行いました。この事業の

特徴は、エル・チャレンジの協力を得て障がい者の方たちに一

緒に参加してもらっていることです。障がい者が社会参加する

ということと同時に天神祭で御輿を引いて歩くということがど

れぐらい彼らにとって喜びとなっているか、実感していただい

ております。今後も事業として継続していきたいと考えており

ます。

　さて、日本の経済や政治の世界においても非常に不透明な状

況にあります。特に政治の世界においては政権交代が如何に難

しいか、これを如実にあらわしているのが昨今の状況でありま

す。経済においては、円高の影響で輸出が減少し、輸出企業が

どんどん海外に出ております。特に生産拠点が海外に移動して

おり、雇用や技術移転等と、いろいろな面で影響を受けており

ます。

　私共は本来、ビルディングのメンテナンスが本業でございま

す。しかし、このメンテナンスというものに対して我々が今ま

でやってきた努力がまだまだ足りないということを実感する昨

今でございます。ビルのオーナーさんは、何を望まれているか、

その内容というのはビルにお客さん、テナントさんが100％入居

していただけることが大事であります。そして入居されるお客

様から見れば、何を求めてビルに入られるのか、これは“環境

面”だけではなく“きれい”、“安全性”そして“快適性”、しか

も値段がリーズナブルであるということが大切であります。こ

のお客さんが求められておられるニーズ、ビルオーナーさんが

求められておられるニーズ、これを満足させるのが我々の仕事

であります。お客様が求められているニーズは、項目に分けれ

ば10も20もあるでしょう。しかし我々がやっている現実の仕事

は何項目に値するでしょう。おそらく５項目ぐらいではないで

しょうか。残された10数項目に及ぶニーズがまだ残っているわ

けです。しかもそれは我々にできる仕事であります。各企業様

におかれましては、これらのニーズの掘りおこしを実践してい

ただき業務の拡大に努めていただきたいと思います。協会とし

ましてもおよばずながら強力に後押ししてまいる所存です。

　最後に、会員の皆様方の企業のそれぞれの発展とご健勝を祈

念いたしまして、新年のご挨拶といたします。ありがとうござ

いました。

《第１８回ＯＢＭボウリング大会のご案内》 

・日   時 ２月１８日(金) 集合：午後６時（時間厳守） 
開会：６時３０分 

 ・会   場 イーグルボウル ＴＥＬ０６－６３９４－３２３２ 
        大阪市淀川区宮原４－３－９（地下鉄新大阪駅すぐ） 
        ※２階で受付します。 
 ・エントリー ３０組（１２０名）※１チーム４名・先着順 
        （定員になり次第、締め切ります。）  
 ・申 込 期 限 １月２８日（金） 
・参 加 費 １チーム（４名）１７，０００円 
       ※当日会場受付にてお支払い下さい。 

 
 ＊その他詳細は１月１２日付ＦＡＸにてご案内しておりますので､

ご確認下さい。お手元にない場合は事務局までご連絡下さい。 

ご覧いただいてますか⁉ 
ＯＢＭホームページ�

http://www.obm.or.jp

　昨年より大阪協会のホームペー

ジのリニューアルを行いました。

　会員の皆様にどんどんご活用い

ただくと共に、ホームページに対

するご意見やアドバイスもお待ち

しております。

　何卒ご協力のほどよろしくお願

いいたします。� （広報委員会）
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社　名：松栄株式会社  正 会 員

所在地：大阪市旭区清水２丁目�6番４号

　　　　TEL　06-6953-36�2　FAX　06-6953-38�8　

創　業：昭和38年４月�5日

経営理念：

　私達は常に多数人が利用する建築物の衛生的環境の確保と維

持保全につとめ、多数人の健康保持に資すると共に建築物の経

済的命数の増大を図り、健康的な社会の建設に協力する。

社　　是：

　優秀なる　　�ビルの維持管理に依り社会奉仕と福祉に貢献する。

　確実なる　　�ビルの維持管理に依り国家の文化向上と産業発

展に寄与する。

　誠実なる　　�ビルの維持管理に依りオーナーの利益と繁栄に

協力する。

　積極的なる　�ビルの維持管理に依り我社の目的と理想の成就

に努力する。

　善良なる　　�ビルの維持管理に依り私達の豊かな生活と幸福

を実現する。

自社プロフィール：

　当社は互光グループの一員として、京阪神を振り出しに、東

京、東北、静岡、名古屋、長野、岡山と拠点を拡大し、大手家

電メーカーを主の得意先として、ビルメンテナンス、人材派遣、

電子部品製造を行なっています。

自社ＰＲ：

　品質を顧客の立場で考え、顧客の信頼と満足を得る業務を提

供することを基本方針とし、絶えず品質の向上を図り、満足度

の高い商品を提供する活動を心がけています。労働災害・クレー

ム・事故の“ゼロ”を目標に全社員が頑張っております。

会員企業紹介

社　名：横浜油脂工業株式会社  賛助会員

所在地：本社　横浜市西区南浅間町１-１

　　　　TEL　045-3��-470�　

　　　　大阪統括部　大阪市西淀川区佃４-�4-27

　　　　TEL　06-647�-�820　FAX　06-647�-�388

創　業：昭和４年�2月７日

経営理念：

　化学技術を通じて人と環境のクリーンな関係を追求し、豊か

な人間関係を目指して常に価値ある商品の創造に努める。

自社ＰＲ：

　新製品　『中性スーパーハイクリーナー』

　　●�ヒールマーク・油性汚れにも優れた洗浄力を発揮‼
　　●�泡立ちが少なく、泡切れも速いため、汚水タンクが有効

に使えます‼
　　●�床表面洗浄後の光沢低下を抑える成

分を配合した機能性洗浄剤‼
　　●�中性タイプで色々な対象物の汚れに

使用できます‼

　　　荷姿　�8㎏／ケース

22年度　第９回　理事会
１月７日（金）　帝国ホテル大阪

１．一般報告事項

　①�第８回理事会・臨時理事

会決定事項

　　・�日進装美株式会社退会

の承認

　　・�定款改正について承認

　　・新年会進行について

　②臨時総会

　　・�定款改正について承認

２．審議事項

　①会員の退会について

　　・�株式会社明貢サービス

センター

　　・�株式会社メルファム近

畿支社

３．その他

 

事業主の皆様へ、労働保険料第３期分の納付期限は 

１月３１日（月）です。 

忘れずに納付して下さい。 

《お問合せ・ご相談》 

労 働 保 険 徴 収 課 ０６－４７９０－６３３０(代) 

労働保険事務組合室 ０６－４７９０－６３５０(代) 

または、最寄りの労働基準監督署まで 
 

事務組合へ事務委託しておられる事業主の方の 
納付期限は、上記とは異なります。 
 

大阪労働局ホームページ http://osaka-rodo.go.jp/ 

大阪労働局からのお知らせ 

球春到来

　１月となりプロ野球は２月のキャンプ

インに向け、いよいよ動き始め球春が

やってきた。�

　まだ自主トレーニングとはいえ、山籠

りする者、海外で行う者など様々である。�

　最近は、チームメイト、後輩、気の合

う者などと一緒に自主トレを行うことが

多くみられる。�

　一昔前では、一人で自主トレすること

が当たり前であった。自分のこと（弱点、

強点、性格、考え方など）を知られたく

ない。ついてはペナントレースの成績に

大きく影響を及ぼすのではないか？　と

の危機感からどちらかというと誰にも知

られないような所で行っていた。まして

他チームの選手と一緒にやるなどは有り

得ないことであった。�

　さすがに投手と野手は一緒に自主トレ

はやらないようであるが、勝負師と言わ

れる一匹狼的な個性のある選手が少なく

なってきたような気がするのは、私だけ

ではないと思う。�

　さて、今シーズンであるが、３月25日

にパ・リーグとセ・リーグが同時に開催

される。昨年はペナントレースでパ・リー

グ第３位の千葉ロッテマリーンズが、中

日ドラゴンズを破り日本一となったが、

今年はどういう結果になるのだろか。

　まずパ・リーグである。星野仙一氏を

監督に迎えるとともにメジャーリーグで

実績を残した攻守バランスのとれた岩

村、松井の両内野手を補強し、岩隈投手

が残留した楽天イーグルスが台風の目と

なり優勝争いに加われるか、新戦力で充

実及びメジャー挑戦必至と噂されるダル

ビッシュを擁する北海道日本ハムファイ

ターズの巻き返し、クライマックスシ

リーズで敗れた福岡ソフトバンク、西武

ライオンズ、戦力補強が著しいオリック

ス、そしてリーグ３位から日本シリーズ

を制した千葉ロッテマリーンズとどこが

ペナントレースを制覇してもおかしくな

いと思われる。

　次にセ・リーグである。若手育成に成

功し、ベテランとのバランスがとれてい

る読売巨人軍、投手の新戦力が望まれる

投手王国の中日ドラゴンズ、戦力の充実

次第で上位が期待できる東京ヤクルトス

ワローズ、広島東洋カープ、横浜ベイス

ターズ、ペナントレースを制すると思わ

れていたが、終盤崩れ２位となった地元

の阪神タイガースである。

��最終的には前年同様中日ドラゴンズ、

阪神タイガース、読売巨人軍の三つ巴に

なりそうな感じがする。

　ただ、今の時期は誰も主力となる選手

の不調、故障などは想定しておらず、野

球解説者は皆さん予想を立てるが、確率

はよろしくない。

　個人的には関西が元気になり経済が活

性化し活気のある関西にするためには阪

神タイガースとオリックスバッファロー

ズがリーグを制覇し且つクライマックス

を制し日本シリーズを行うことが私の23

年プロ野球の予想（希望的観測）であり

ます。

　皆様はどのように予想されますか。

� （仙�度�清�将）　

ズームアップ



3  ／ OBMマンスリー　20��.１月号ＯＢＭの情報はコチラ ☞ http://www.obm.or.jp/

委員会・部会

経営委員会

�2月８日（水）出席者�5名  協会会議室

１．講演会総括

　�11月16日に実施した講演会について総括し

た。

２．ビルディング協会との合同委員会について

　�２月にＯＢＭ経営委員会とビルディング協会

の合同での委員会開催が合意に至った。

　�なお、テーマについては先方との打ち合わせ

が必要となるので、次回までに検討する。

３．これからの経営委員会の活動について

　�今後の経営委員会活動のテーマについて以下

意見が出た。

　①�ビルメンテナンス業界に関わる法的な問題

について、業界としてどのような対応をし

ていくのか。

　②�インスペクター制度を発展させる為にはど

の様にしていくべきか（第三者機関の設

立？）。

　③�見積の積算基準、積算方法について、ビル

メンテナンス業界としての考え方を話合

う。

　④�昨年度より設置している相談窓口につい

て、周知を図り、ビルメンテナンス協会会

員が利用しやすくするにはどの様にするの

か。

　�年明け１月の経営委員会から随時上記のテー

マについての話合いを実施していくことと

なった。

広報委員会

�2月�0日（金）出席者６名  協会展示室

１．�｢ＯＢＭこみゅにけーしょんず｣Ｈ23新春号

の編集作業を実施した。

�2月�6日（木）出席者７名  協会展示室

１．�｢ＯＢＭマンスリー｣12月号の編集作業を実

施した。

２．�｢ＯＢＭこみゅにけーしょんず｣Ｈ23新春号

の編集作業を実施した。

�2月22日（水）出席者６名  協会展示室

１．�｢ＯＢＭこみゅにけーしょんず｣Ｈ23新春号

の編集作業を実施した。

総務友好委員会

�2月�7日（金）出席者�3名  協会会議室

１．新年会について

２．ボウリング大会について

　　①日時：平成23年２月18日（金）　

　　　　　　集合18時、開会18時30分

　　②場所：イーグルボウル

　　　　　　参加費：１チーム（４名）17,000円

　　③�１月11日（火）に会員企業様へ申し込み

案内を送付する。

※詳細は〇ページをご覧下さい。

公益・契約事業委員会

�2月22日（水）出席者�9名  協会会議室

１．発達障碍者の体験実習受入説明会

　①�大阪府立芦原高等職業技術訓練専門学校根

来室長、人西主査により受け入れ希望の詳

細について説明

　②受入人数…５名

　③�受入期間…１月19日～１月21日（３日間）

１月25日～１月27日（３日間）の午前中

　④期間中…２～４名の指導員が同行対応する。

　⑤�受け入れ可能企業は12月中に現場名、受入

人数、作業時間、作業内容を記載し事務局

まで連絡

２．�大阪市陳情の審議結果について

　　（平成22年12月10日審議）

　①�清掃業務委託契約基準の統一について…23

年度より基準の統一に向けて調整を行う。

　②�生活保護水準並みの賃金が確保できる業務

原価（大阪府並みの87％）による最低制限

価格の設定…23年度より最低制限価格の引

き上げを実施する。

　③�ＷＴＯ適用案件で最低賃金の確保ができる

低入札価格調査の設定…継続審議

　④�清掃業務委託の検査制度の確立により、履

行確認ではなく作業品質による履行評価の

実施…継続審議

　⑤�大阪市の改定状況を確認しつつ引き続き陳

情活動を続けていく。

労務委員会

�2月�5日（水）出席者�5名  協会会議室

１．�関西ガラス外装クリーニング協会主催の「第

３回災害防止責任者教育・リスクアセスメ

ント講習会｣が平成23年１月26日に開催が

予定されており、内容についての説明が

あった。

２．�産業安全運動100年記念事業について紹介

があった。

３．�11月25日に開催した労務管理セミナーのア

ンケート結果（まとめ）について報告があっ

た。

４．�｢転倒・転落災害撲滅キャンペーン｣につい

て蛭井顧問より提案、説明があった。労働

災害の７割を占めており、高齢者にとって

は重大な結果を生じさせる転倒・転落事故

の減少を目指す。具体的な内容については

１月の労務委員会で審議する。

５．�２月17日にＫＫＣで｢労務管理セミナー｣を

開催。「派遣元責任者講習会」研修機関の

資格取得にむけてのセミナー開催

６．�11月の業務災害（８件）、通勤災害（１件）

について報告がなされた。

警備防災部会

�0月�5日（金）出席者2�名  大阪市消防学校

�0月22日（金）出席者�9名  大阪市消防学校

防災実践講座

１．午前

　①オリエンテーション

　②応急手当の必要性について

　③�心肺蘇生法…レサシアンネ（人形）を使用

して実習

　④�ＡＥＤ装着の注意事項説明及びＡＥＤを使

用して心肺蘇生法を実習

　⑤�最後に全員に普通救命講習「修了証」が授

与。

２．午後

　①�長靴・ヘルメットを着装して、２班に分れ

訓練に参加

　②�消火器の取り扱い説明の後、油パットによ

る消火訓練

　③�１号・２号屋内消火栓の取り扱い要領の説

明の後、屋外において放水訓練を実習

　④�１号屋内消火栓は、２人で協力してホース

延長、放水（放水量130ℓ／ｍ）。

　⑤�２号屋内消火栓は、１人でホース延長、放

水（放水量60ℓ／ｍ）。

　⑥防災センター災害対応要領の説明と実習

　⑦消防用設備の種類と取り扱い要領の説明

　⑧スプリンクラー設備の作動・放水実習

　⑨�応急担架搬送…毛布と竿を利用して応急担

架を作り、怪我人の搬送実習

　⑩�暗室での煙体験…煙の性状・恐怖を体験、

煙中からの脱出

　⑪�最後に全員に防災実践講座「修了証」が授

与

�2月７日（火）出席者�2名  天王殿

警備防災部会委員会

１．全体集会実施結果報告

　�警備防災部会2010年度全体集会実施結果

　�大規模地震等に対応した消防計画

　�上記に伴う貸出用ＤＶＤが入手出来たとの報

告あり。

設備保全部会

��月�8日（木）～�9日（金）出席者48名 

東京・大阪ビルメンテナンス協会第2�回情報交

換会

１．情報交換会の目的

　�社団法人東京ビルメンテナンス協会と社団法

人大阪ビルメンテナンス協会は、設備部会に

関する情報を相互に交換し、ビルメンテナン

ス業としての設備管理における資質の向上に

資する。参加委員は調査研究成果発表を行い、

ビル設備管理に関する問題点を提起し、その

解決策を探るなど、多岐にわたって議論を行

う。

２．日程

　自由見学会　平成22年11月18日（木）

　本会議　　　平成22年11月19日（金）

３．参加者

　（社）東京ビルメンテナンス協会　　　30名

　（社）神奈川県ビルメンテナンス協会　２名

　（社）大阪ビルメンテナンス協会　　　16名

�2月�6日（木）出席者�4名  協会会議室

設備保全部会第８回委員会

１．各小委員会活動報告

　（管理技術調査研究）

　　・�メガソーラ実証研究施設（北杜サイト）

の見学についての調査報告

　　・�ＯＢＭ技術レポート「太陽光発電」の構

成についての説明

　（研修・見学会）

　　・�平成23年研修・見学会の行事予定（案）

についての説明

　（設備保全業務研究）

　　・�平成23年度の活動テーマを検討中との報

告

　（環境衛生業務研究）

　　・�防虫・防鼠のトラブル冊子を２月末まで

に作成したい。

　（その他）

　　・��エレベータ閉じ込め救出作業者　基礎研

修（２月開催）受講案内についての紹介

　　・��平成22年度ビル設備管理技能検定合格発

表についての説明

�2月28日（火）出席者７名  協会会議室

管理技術調査研究小委員会

　技術レポート「太陽光発電（仮称）」の作成

について
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講習会等のお知らせ

◆近畿地区本部

●危険物取扱者試験　受験対策講座のご案内　

　「乙種４類危険物取扱者必勝講座２日間コース」

　危険物取扱者乙種４類は、危険物（ガソリン、

灯油、軽油、エタノールなどの引火性液体）の

取り扱いと立会いができる資格です。

　①日　程：平成23年２月11日（金・祝）・

　　　　　　13日（日）

　②時　間：２日間とも、９時30分～16時30分

　③会　場：機械工具会館

　　　　　　東京都港区芝５-14-15�３階会議室

　　　　　　TEL　03-3451-5553

　④定　員：30名

　⑤受講料：会　員20,000円　一般30,000円

　⑥締　切：平成23年２月１日（火）

　　※�詳細は、近日中にお送りする送達文書で

ご確認いただくか、事務局までご連絡下

さい。

●平成22年度　ビルクリーニング技能検定始まる

　１月18日（火）から２月２日（水）まで日曜

を除く14日間、毎日40名弱の受検者が緊張した

面持ちで実技試験を受検。受検者は443名。内

訳は別表通り。

　学科試験については２月６日（日）に全国一

斉に実施され、近畿地区の開催場所は大阪国際

会議場で行われる。

平成22年度ビルクリーニング技能検定受検者数

� 受検科目

協会名

Ａ甲 Ｂ Ｃ
合計

実技･学科 学科のみ 実技のみ

京都 18� 4� 3� 25�

大阪 212� 21� 50� 283�

兵庫 15� 0� 1 16�

滋賀 13� 2� 1 16�

奈良 0� 0� 0 0�

和歌山 5� 1� 2 8

小計 263� 28� 57 348�

ネット申請 67 5� 23 95�

合計 330� 33� 80 443�

◆訓練センター

● 平成23年度ビル設備管理科訓練２級技能士

コース受講のご案内》

・受付期間　２月10日（木）～３月18日（金）

・訓練期間　平成23年４月～平成24年３月

・特　　典　・�この訓練の修了者は、２級ビル

設備管理技能検定の学科試験が

免除されます。

　　　　　　・�エレベーター基礎研修を受講で

きます。

※�受講案内は、近日中にお送りします送達文書

でご確認いただくか、事務局までご連絡下さ

い。

●平成22年度エレベーター閉じ込め救出作業者

　基礎研修（２月開催）》受講案内

・受付期間　～２月18日（金）必着

　　　　　　（土・日曜日を除く）

・開�催�日　２月25日（金）13時～17時

・受講資格　昨年より緩和されました！

※�詳細は先日お送りしました送達文書の中の受

講案内にてご確認いただくか、事務局までご

連絡下さい。

◆（財）ビル管理教育センター

各種講習会予定

●空気環境測定実施者（新規）

平成23年３月７日（月）～11日（金）

於　阪急千里中央ビル

受付　平成23年１月18日（火）～24日（月）

●空気環境測定実施者（再）

平成23年３月14日（月）～15日（火）

於　阪急千里中央ビル

受付　平成23年１月26日（水）～２月１日（火）

●空調給排水管理監督者（新）

平成23年３月17日（木）～18日（金）

於　阪急千里中央ビル

受付　平成23年２月１日（火）～７日（月）

※�平成21年度より�（財）ビル管理教育センター

へ直接、用紙の請求・申し込みをしていただ

くことになりました。申し込み期間に提出で

きるよう、早めに申込用紙を請求してくださ

い。（TEL　06-6836-6605）

事務局からのお知らせ

●代表者変更

〔正会員〕

・大阪管財株式会社

（新）代表取締役　加�藤�　�昇�様

（旧）代表取締役　加�藤�明�登�様

� （平成22年12月１日より）

・株式会社浪速管理

（新）代表取締役社長　野�﨑�孔�作�様

（旧）代表取締役　　　野�﨑�弘�毅�様

　　（野﨑弘毅氏は取締役会長に就任）

� （平成22年12月９日より）

・大阪ガスコミュニティライフ株式会社

（新）代表取締役社長　辰�巳�幸�二�様

（旧）代表取締役社長　近�土�安�孝�様

� （平成23年１月より）

・大代興業株式会社

（新）代表取締役　福�田�敬�子�様

（旧）代表取締役　福�田�節�子�様

� （平成23年１月より）

●退会

〔正会員〕

・株式会社名貢サービスセンター

� （平成22年12月末日付）

・株式会社メルファム近畿支社

� （平成22年12月末日付）

ＢＭ業再生に向けての一年に
  理事　赤　岩　　　勉

　今年も多くの難題を抱えての日本丸の船出となった。舵取

りとなる政治のリーダーシップが問われ、逼迫する財政状況

の改革が求められ、外交の安定的・多面的在り樣が突き付け

られている多難な新年の幕開けである。

　また一方で生きざまというか倫理観と言うべきか、かつて

の日本人の凛として端正な佇いが消えつつあることにも、こ

の国の行く末に危惧感を抱いてしまうことは杞憂であろう

か。昨年に続き年末にＮＨＫで放映された「坂の上の雲」を

見て、なお一層感じてしまうのかもしれないが…しかし保育

料や給食費の未払い、子供への虐待の驚くべき増加という現

実問題に直面すると、日本人の劣化現象にやるせなさを感じ

てしまうことは致し方のないことであろう。

　一方私たちＢＭ業界は「公益法人化」の是非論はさておく

こととして、特に沖縄や北海道等地方における「最低賃金改

定」問題への対処に悪戦苦闘せざるを得ない現実には当業界

が抱えている重い課題を認識すべきであろう。かつて先達の

多くはＢＭ業で働く人々の生活向上を、経営の大きな課題と

して闘ってこられたのではなかったであろうか。その基底に

は地味ではあるが社会にとって必要不可欠な仕事に従事する

多くの働き人に、もっと光を当てなければならないという「経

営者の社会的使命感」があったはずである。恐らく亡き先達

の皆さんは、今のＢＭ業界のていたらくを遠くから嘆いてい

るのではと、忸怩たる思いで推測するのは私だけであろうか。

いささか過剰な思い入れかもしれないが、新しい年をビルメ

ンテナンス業の再生元年として自覚し、協会そして何よりも

各社において、経営陣が視線を高く掲げて歩んで行くことが

求められる一年であると自覚しているところである。
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　新しい年がスタートしました。正月で

年が改まると誰もが新鮮な気持ちになれ

る。昨日と変わらない日の出を見ても「今

年こそは頑張るぞ」と腹の底から力が湧

いてくるから不思議です。

　昨年は年賀状を１枚も書きませんでし

た。毎年 12 月になると年賀状を書かな

くてはいけない、というストレスに悩ま

され続けてきた。若いころは受付一番乗

りで投函したこともあるが、最近は仕事

にかまけて不精を決め込み仕事納めのあ

とに筆を執ったものだ。

　出さないと決めたら、すっきりした。

日本郵便に儲けさせることはない。自分

ひとりくらい出さなくても誰からも苦情

は来ないだろう。喪中だろうと思って気

にも止められないだろう、と勝手に決め

ていた。

　ところが元日の朝。年賀状の束を手に

して、一枚一枚読み進むに連れて、居心

地の悪さを味わわされた。私よりもずっ

と多忙と思われる方からも丁寧な添え書

きがされていた。もらうと嬉しい、でも

自分は出さない。学校をズル休みして家

で遊んでいるような後ろめたさが残っ

た。やはり来年はまたせっせと書こう、

と自省した。

　罪の償いの意識もあって、６日の消防

出初式には気合を入れて出席した。寒い

朝に響く号令。整然と進む行進。きびき

びとした行動。様式美が美しかった。久

しぶりに新春にふさわしい気持ちの良い

朝となった。

　翌７日は大阪ビルメンテナンス協会の

恒例の新年会。華やかな中で和気藹
あい

々
あい

と

酒を酌み交わし、お互いの健康を確認し

あいながら「今年こそは」と新年の抱負

を確かめ合った。宴会場ではお琴の音が

新春を演出していた。こちらもすがすが

しいひと時を堪能した。

　正月はよいものだ。年をとるに連れて

正月の気分は薄れる。年賀状なんて書か

なくてもいいか、と勝手に決めたわが身

の身勝手さを恥じた。

　万葉集の大伴家持の歌から一首。

　　新しき年の初めの初春の
　　　　今日降る雪のいやしけ吉

よごと

事
　卯年。ウサギのようにピョンピョン飛

び跳ねる年になることをお祈りしたい。

� （Ｓ・Ｎ）　

　12月度（１月11日集計）の報告企業数62社、業務災害は５件

で転倒３件、墜落・転落１件、切れ・こすれ１件です。転倒と

墜落・転落２件の休業見込みが３ヶ月以上、２ヶ月以上の長期

加療となっています。

　今回の事例は、病室内での転倒による業務災害です。

　12月19日、午前11時50分頃、大学付属病院の病棟特別室を清

掃作業中に腰を捻ったときに転倒し右大腿骨を骨折。休業見込

日数は３ヶ月の重傷事故です。

　被災者は61歳の女性で経験年数は２年。報告書からは、不安

全な状態・不安全な行動を読取ることはできませんが、再発防

止は災害に至った原因を探ることで対策を講じることができま

す。会員企業各位にはリスクアセスメントを実施し、「職場の

危険の芽」を摘み取り、働く人が安心して働ける環境づくりに

取組んでいただきますようお願いしたいものであります。

労務委員会 労働災害事故事例（Ｈ22年�2月度発生分より）

���������� 
 
『おたより紹介』のコーナーへの 
投稿を募集しています 
●題材・・・自由。 

協会への提言、季節雑感、詩、短歌、
俳句、川柳等々、何でも結構です。 

●字数・・・15字×16～19行の間に、本
文、会社名、筆者名を全て記入して下
さい。 

1月 21 金 ビルクリーニング技能検定（実技　1/18～２/３）

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水 設備保全部会（弥生会館）

27 木 青年部分科会

28 金 設備保全部会小委員会

29 土

30 日

31 月

2月 1 火

2 水

3 木 総務友好委員会　　賛助会世話人会ミニ展示会・講習会

4 金
理事会
建築物排水管清掃作業従事者研修（大阪科学技術センター）

5 土

6 日 ビルクリーニング技能検定学科試験（大阪国際会議場）

7 月

8 火 ＫＫＣ貯水槽清掃作業従事者研修

9 水
経営委員会　　ビル設備管理科訓練２級（実技　～10日）
協会講師・登録講師講習会

10 木 ＫＫＣビル清掃業務入門コース

11 金 建国記念の日

12 土

13 日

14 月

15 火 広報委員会　　警備防災部会　　ＫＫＣ電気設備コース（～１６日）

16 水 公益・契約事業委員会

17 木
清掃作業従事者研修指導者講習会（大阪科学技術センター）
ＫＫＣ労務管理セミナー

18 金 ビル設備管理科訓練２級（学科）　　　ＯＢＭボウリング大会

19 土

20 日

ＯＢＭ行事予定

ＫＫＣお薦め講習会

　２月実施予定の（社）関西環境開発センター主催の講習
会は、次のとおりです。ご受講をご希望の方は早めにお申
し込み下さい。

●貯水槽清掃作業従事者研修
　知事登録を受けた貯水槽清掃業の従事者は、自社で研修
を受けるか、厚生労働大臣の登録を受けた団体が実施する
研修を受けなければなりません。（社）関西環境開発セン
ターでは、次のとおり研修を実施します。
（申込み締切日：１月31日（月））
　＜対　象＞　貯水槽清掃業の作業従事者
　＜日　時＞　平成23年２月８日（火）
　　　　　　　午前９時～午後５時

●ビル清掃業務入門コース
　クリーンクルーの新規採用者・新入社員を対象に、ビルクリー
ニングの洗剤、ワックス等の基礎知識とほうき、モップ、ポリッ
シャーの基本作業を身に付けてもらいます。
　＜対　象＞　クリーンクルーの新規採用者・新入社員
　＜日　時＞　平成23年２月10日（木）午前９時～午後５時

●電気設備コース
　ビル設備管理において電気設備の管理は欠かせません。電
気設備管理に必要な知識と技能のレベルアップのために実施
します。
　＜対　象＞　電気設備管理に携わる作業担当者
　＜日　時＞　平成23年２月15日（火）～16日（水）
　　　　　　　２日間とも午前10時～午後５時

申込・問合先：社団法人関西環境開発センター　教育訓練部
　　　　　　　電話：06-6372-9123　FAX：06-6450-8038


